
第二回 (仮称)隠l園市里山環境活用保全計画策定検討委員会 資料

里山と |よ
谷戸や曲林に隣接する集落で生活する住民が自ら囲畑を耕作し、農閑期において,よ薪や炭にする目的で雑

本林の樹本の伐採を行い管理を行ってきた地域を指します。里曲lま人の手韓 入&こ とで生き物の多
様性、良好な景観、伝統文化等が保全 '継承され、人と自然が共生することで登続蕪 _な環境が維持されて

きた場所です。地域の人々が里山の様々な資源を活用 (生

=・

加工・販売)することで、地域の甑 、1経湊
が循環し、里山の環境が維持されてきました。

'H'‐

1 田丁田市内の里山環境     :
(1)位置
対象区域となる町田市の里蜘は、東京都心から直線距離でおよそ 30～ 401m、 横浜の中心部から直線距離で
およそ 20～ 40kmの位置にあります。町丁目では、相原町Ⅲ上小山田町、下小曲閣町、小野路町、図師町、
野津田町、三輪町の各一部に該当します。    

′

■町隠市の量山の位置区(黄色塗 )

資料4
(2)人口 。世帯等
町田市の里曲tよ、小野路町、と小山田町、下小曲固町、図師簿」、野津田聴、相原町、三輪町の各一部から
なっており、現在 (2021年 4月 1日 )の各町丁目の人口及び世帯数の合計は 52,560人、23,686世帯とな
っています。

町田市の里曲の大半を占める市街化調整区域内の居住者イ本少なくなっています。また、荘す目別の高齢
者 (65歳以上)の害」合は、年々増加傾向にあります。

■各町丁目の人口および世帯数

世帯数
(世帯 )

人口
(入 )

男
(人 )

女
(人 )

小野路町 1,987 3,716 1,907 1,809

上小山隅町 1,801 4,686 2,351 2,335

下小山田町 1,789 3,864 1,904 1,960

図師町 3,596 8,308 4,173 4,135

野津E日町 4,253 10,421 5,141 5,280

相原町 7,056 14,927 7,243 7,684
三輪町 3,204 6,638 3,509 3,129

合計 23,686 52,560 26,228 26,332

(3)特徴

町田市の里曲は、都市基盤の整った市街地が聞近にある中で、豊かな緑に恵まれ、今でも農の環境が維持 。

継承されており、数多くの歴史 。文化の足跡も見ることができます。こうした立地・農・水・歴史・文化は
すべて町田市の里山の特徴といえます。

○広域的な緑のネツトワークの一翼を担う大緑地帯

○大都市直近にあり、多摩丘陵の原風景を色濃<残す希有な地域
○生物の生患・繁殖環境として恵まれた環境が一部に残されている  :
○中世から現代まで、町田市の歴史・文化の足跡が蓄積されている

○減少しつつあるものの、現在でも農の環境が維持・継承されている

Oフ ツトパスの取組や湧水・里山の環境を再生・保全する活動が行われている

(4)現状と課題
かつて里曲が適切に維持・管理されていた町圏市の塁曲は(産業構造の変色や地域住民Q蔑饉止などに
より人と自然の嬢 イクルが失われ、放置され荒廃した曲林が増え、大きく鞭 しました。こ
のことで、塁曲の生態系や景観が維持・保全されなくなるだけでなく、ゴミの不法投棄等にょる環境の悪化
や自然災害の発生も懸念されています。
地域の暮らしの在り方に密接な関わりがある里曲環境を将来に渡り持続可能なものとしていくためには、
こうした課題に対して行政だけでなく、盪       耳又組みが求められています。市民、行政、民間
事業者等が協働し、これからの時代に即した楚焼離 ヒな里由環境の在り方乞検討、赳 してtヽくことが
重要です。
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第¬回 (仮称)町田市里曲環境活用保食計画策定検説委員会 資料
(5)町国市の里山での活動の様子

谷戸の風景

四季彩の森 芋ほり

主 韓 鵡

2 国等の動向
町錮市の里L色の謀題解決につながる制度や取組として以下が考えられます。

(1)グ リーンインフラの取組     :
グリーンインフラとは、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環壌が有する多

様な機能を活用して持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取組です。

様 な々社会的課題、経済的課題の解決方法の一つとして2:ユニユ上ン腰ラの活用が期待されています。

グリーンインフラを活用することで、以下の成果が期待されています。

グリーンインフラと|よ グリーンインフラの活用により期待される成果
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(2)森林環境税及び森林環境譲与税
パジ協定の枠組みの下における日本の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るため、森林整備

等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から倉と設された制度です。森林環境税は、令不囲6年度から国内

に住所を有する個人に対して課税される国税であり、市区町村においてく個人住民税均等割と併せて一人年

額千円が課税されます。その税収すよ、金額が森林環境譲与税として都道府県
。市区町村へ譲与されます。

町国市の里曲環境を持続可能なものと|ていくためには、重廃の原因となっている、竹や霞木化した樹木

を闇伐し、山林の再生を図っていくことが重要といえます。

(3)森林経菫管理寺ll度

経営管理が行われていない森林を市町村が伸

介役となり森林駈有者と民間事業者をつなぐこ

とで通七ヲ」な経営管理を行う林野庁の制度です。当

制度を活用することにより、「1.放置された森林

が経済ベースで活用され、地域の活性化につなが

る効果ど「2,森林の多面的機能が向上し、土砂豪
害等の発生リスクが低減され、地域住民の安全・

安心につながる効果』などが期待されます。

森林経営管理制度の仕組み
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第 1回 (仮称)町田市里山環境活用保全計画策定検討委員会 資料                ・

3 関連する市の計画
(1)計画の位置づけ
「(仮称)まちだ未来づくリビジョン 2040」 及び「(仮称)町国市都市づくりのマスタープラン
ン編 )」 を受け、里山環境の活用・保全を推進するための実行計画とします。

(仮称)日J田市里山環境活用保全計画の位置付け

③まちだ未来づくリビジヨンの計画体系とまちづくり基本目標

(全体ビジョ

(2)まちだ未来づくリビジョン  l
「(r反称)まちだ未来づくリビジョン 2040」
は、市民や地域目体、市内事業者など町田市に
関わるすべての方々が、共に実現を目指して
いくビジョンとし、その実現に協力していえ
だける人から新たにFぅ§わりを持うていただけ
る人まで、多くの売を惹きうける魅力的など
ジョンとして策定します6
基本構想部分を担う「(仮称)2040な りた
い未来」と基本計画諄分を担う「(仮称)まち
づくり基本国標」及び「(イ反称)経営基本方針』
で構成されます。また、ビジョンの実現に向iサ
て、具r本的な事業と取組を示す実行計画 (5.ヵ
年計画)を策定します。

(仮称)まらだ未来づくリビジョン2040

(仮称)204、0なりたい未素

②なりたい姿の実I見に向1すた施策ま佐進の方向
「施策3-2露J固ならで1まの地域資源をいかす」にお
いて、施策推進の方向性として「里曲環境の活用とイ果全」
が示されています。
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みんなで鵜来に受1サ終ぐ持鏡可能な環境をつてる

【政繁】 政策名

【施策】

1日1畢中環
境の活用と保全

凛薫停心からほど近いという韓微といかしながら、多様な主体による二山凛燃の活用に取り組み、
将来にわたって持犠可構な保金の仕電みを構負します。

超  関係する町田市の計爾
● 拿ら擢ン,ィ プロモーションと本方針
● R「硼市観光よおづくりと本方針
● 路4次守側市農彙搬
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針凛
● 町爾市担由B鶴活用保全計■
● 守田市●市づくりのマスタープラン
● 町露lg理犠マス,―プラン
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第1回 (仮称)町田市里曲環境活用保全計画策定検討委員会 資料
(3)町田市都市づくりのマスタープラン

町田市でtよ現在、次の 20年の者ll市づくりの方向性を

示す「(仮称)町田市都市づくりのマスタープラン(2022

年 4月 ～)ど の策定に向けた検討を進めています。

人口減少社会の到来や多摩都市モノン
とルを中心と

した大規模交通基盤を町田市に迎えるにあたり、分野

横断的に新たな将来都市構造を設計し、共通した施策

を展F汗弓していく必要があることから、各分野を統合し

て「(仮称)町田市都市づくりのマ

^タ

ープラン」とし

て策定することとしています。

これからの町田市の都市づくりでは「都ィかのベツト

タウンではない、町田ならではの魅力ある暮らしが楽

しめるまちへ」という考え方が検討されています。

・I! liギ .il l,|:||→ ir

都市舶なにぎわとヽや活動を
楽しめる暮らし

晶目晟醸議置

②みどり空FF見活用ビジヨン

未来づくリビジヨンおよび都市づくりのマスタープランを受け、市内の多種多様なみどり空F日弓の具体

的な活用方策を検討しています。

市内には郊外らしい豊かならどけが存在するが、市民等が活用しやす
い環境や仕組みになっていない

ことから、まちなかの多様なみどりを一元的に提え、市民等が主体となけみどり空間を活用し、新たな

暮らしを実現できるとともに、緑が健全な状態でイ呆全されるような、みどりと暮らしの関係を
つくりま

す。

居心地の良い住まい。

住環境のある暮らし

豊かなみどり'自然

:こ親しむ暮らし

本本本
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第二回 (仮称)町霞市里曲環境活用保全計画策定検討委員会 資料
4 町露市里山環境活用保全市場調査の結果

【在住者、来訪者向け意識調査の要点】 ※網掛け :グラフ・表を参照
■調査1既要

調査方法 対象 回収数

F美見するアンケート
2 スティン

による酉己布

上小 田 エ リア、下小曲 エリア、 町エ 1 ア 1,000名 、
3,000 名 1 3 6 3

F美月するアンケート調査
直接酉ヨし布・郵送回収

ノ ヽ 囲 ′ 里 曲

日+200 程度 165

■調査結果の要点
,小山田・小野路エリアが都内の望曲として貴重な場所となっていることをi:知ってい        。年代別にみると
30適頑辺匿速正拠腟盗虚⊇走とが盪【、40歳以上で「知っていたとが多くなっている。
。まちだの里曲が今後も貴重な場所としてあるために「曇虫途壌Ω活風と理菫基盤の整鐘を遺径し【進めたぬがよい」が

色工%と 最も多くi次いで「今ある都市基盤を利用し、塁山環境の活用を積極的に進めた方がよい」が2715%
・基翌量踵以基Ωエリアの       することにつャヽて「鷲盛」「やや賛成どが合わせて73.3%
・里由に対する関心や行重力の状況について「塁山の保全や活用に関心があるが、すぐには取紙を行いたいと思っていない」が

30。 5%と最も多く、次いで「里曲での活動のことをよく知らないが、なんらかの取組に関ゎりたいと思っている」が

22,9%、 「塁幽Ω三圭盈鐘色塗螢鉱Jの広a塗理題道通顔める王庭はない」が18H7%
・町田市の里l二Jの現状について矢日っていることとま曜観艶鰹麗瓢殿空凶魏畿勉立【螢る」が53H3%と 最も多く、次い

で「多摩丘陵の原風景が残った貴重な場所である」が49.7%、 「多様な生物が生息する貴重な環境である」が

45。 1%と なってとヽる。

。年代男l」にみると蝉 正で「盪機な生勉が笠通立る量重な壌遠である」が最も多く、50歳代以上で「農業従事

者などが高齢化している」が最も多くなうている。

・町田市の里山|ま今後どのような場所になるとよいと思うかについて「垂儀な笠勉カド象恩できる壌鐘ぬヽ爆全されて

量乙場駈」が50H6%と最も多く、次いで「自然の中で子どもが安心して遊がる場所」が40.3%、 「多摩丘[久売の療

風景、音からの生活文化が残されている場所とが 39。 3%
・里山での耳又組に関わる人が増えるようにするには「敵速等が基しめる遠境の整値、活用方策を強化する」が

39,9%と 最も多く、次いで「取組を始める人を市が支援する」が 30.4%、 「農産物の直売所のFテ
=写

設・運営支援

を強化するとが 27.6%

・ 【来訪者】まちだの里歯は
'多
摩丘陵の原風景が残った貴重な場所である」と認識している人が最も多く72.1%

・ 【来訪者】塁曲に対する関心や行動σ)状況について「地域の住民。団体の活動をよく知らないが、なんらかの

9°/o

望山が貴重な場所だと知ってぃるか 里曲が今後も貴重な場所としてあるため

(N=1,363)
響 腎
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- 31βl…‐‐盪誘然と物とヽと畠こと&靱 を鉱壇暫敬看炉野…          …穀 6工報 雰景尋騨魏黎犠祭勇発霧耕 彙 !
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【企業等向けヒアリング調査の概要】
民間事業者等を対象として、対象地への関心の有無や事業展開等に関する意向を把握
することで民間活力導入に向けた検討のための基礎情報を得ることを目的とした。

【要点】                    ′

・地域の方 や々主体となって耳又り組みたいという事業者と違透して地域盆三逆やエベ望との実施をしてみたい。・地域の農家と運携した6次産業化は短期的に実現可能であり、実施したい。産宣学連携も視野にいれたいも。例えば町圏駅前の飲食唐に里山の方を招き、里曲の魅力を発信する場や機会の提供ができる。
・小さな道の訳 (売店)のような孝勿羞晶の販売拠点の整備、ワーケーション施設の整備ができるとよい。
・子どもが里山環境を楽しむ機会を充実していけるとよい。

一次調査 二次調査

ねらい
幅広い業種の民間事業者等を対象とし
て、関心の有無や意向を把握する。

一次調査により選定した概ね5者に
ついて、必要な項目を聞き取る。

方法 E mailに よるアンケート調査 (30者 )

歩

対面によるとアリング



第 1回 (仮称)町田市里山環境活用保全計画策定検討委員会 資料

5 まちだの里山の将来像
かつて地域の人々が里山の資源を活用することで維持されてきた環境は、産業構造の変化や地域

住民の高齢化などにより人と自然の循壌のサイクルが失われ、大きく変化しました。

前述の市場調査の結果や里曲環境をめぐる動向等を応、まえると、今後は多様な主体による里準環

境の活用・保全を推進し、持続可能な新たな循環のサイクルを構築していくことが重要と
いえま

す。

次期計画では、里山環境を継続して活用し、その取組みを里山環境の保全につなtデることで、里

山環境を持続可能なものとする新たな循環サイクルを構築することを将来像に掲げるものとしま

す。

将来像のキヤツチコピー (案 )

みんなで活かし、守り支える、まちだの里山

【将来像】 【循環サイクルを再構築するために必要なこと】

を

。在住者の3割以上の人が、町田の里曲が貴重な場所というこ

とを知らない
。来訪者|ま里山に関心はあるが、地域の住民・団体の活動をよ

く無らない
。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、知る機会を充実で

きていない
。町田市の里山をPRする場があるが十分に活用できていない

｀
実際に現地を訪れる人を増やす

i在住者は北部丘陵以外のエリアの人や団体が参画することに

ついて賛成している人が多い

。交流・回遊の拠点となる機能や場所が求められている

。里出を散策しやすくなるよう(環境のさらなる充実が求めら

れている      |
・現地を訪れたくなるきつかけづくりが求められている

・在住者|よ里山を持続的な環境としていくために、様々な方法

で活用していくことが重要だと感じている

。地域資源を活用して地域おこしやイベント等を実施したいと

考える事業者が市内外にいる

。市内の事業者が連携して事業を行う具体的なアイディアが出

てきている

・在住者は地産ユ色消の推進など、生産地であることを活かして

いけるとよいと考えている

。在住者fま地域を活性化し人の目が入ることで不法投棄を抑止

していけるとよいと感じている

。在住者は地域のコミュニケーシヨンの機会を充実できるとよ

いと考えている

Ⅲ れ,

一
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本材の活用

キャンプ

♂/ 農地を守る

山林を守る

農地や曲林をはじめとする

里山環境の保全

議
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・地場野菜販売
・製材加工品販売
・来訪者傲食等

・里山の魅力発信 Ⅲ観光支援・起業倉け業支援 `保全活動支援 事業者の参画支援 な
ど

里Jl環境の特続可能な保全につながる取り組みや活動を支援する。

!,||: :ィ
|

里曲の環境を利用して事業を行うこと。

農業t観光農園、レクリエーシヨンなどの事業を行うこと。活かす

山林や里由環境の回復や保全に取り組むことも守 る

支える 里山の保全や事業を行う人たちを支援すること。



第 1回 (仮称)町田市里と迪環境活用保全計画策定検討委員会 資料
6 (仮称)町田市里山環境活用保全計画の施策体系 (案 )

推進事業 (イ メージ)

基本施策1まちだの里山を知る

¬ 市内在住の子どもたちがまちだの里出を知つているようにする
2 市内在住の大人たちがまちだの里曲を知つているようにする
3 首都圏在住がまちだの里山を知つているようにする

■取組の方向性 (イ メージ)
▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ム

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

推進事業十-1-0

推進事業1-2=●

推進事業1-3-0

基本施策2まちだの里山を訪れる

■取組の方向性 (イ メージ)

1 市内在住者がまちだの里山を訪れるようにする
2 首都圏在住者がまちだの里山を訪れるようにする
3 日本眸、世界中の人がまちだの里曲を訪れるようにする

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

本▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

推進事業2下 1~0

推進事業2-2〒●

推進事業2-3-0

基本施策3まちだの里山で働く

■取組の方向性 (イメージ)

1 まちだの里と強で農林業に従事できるようにする
2 まちだの里山で商業・サーどス業に従事できるようにする
3 まちだの里曲でちょつと稼|ずるようにする

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲A▲

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

推進事業3-1-●

推進事業3-2-●

推進事業3-3-●

基本施策4まちだの里山に暮らす

1 まちだの里由に住み続けたいと思われるようにする
2 週末はまちだの里山で暮らしたいと思われるようにする
s まちだの里山に移住したいと思われるようにする

■取組の方向性 (イ メージ) ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

推進事業4-1-●

推進事業4-2-●

推連事業4-3下 0
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